
久留米らしい

重なり方デザイン事業

新しい“支え合い”“支援”の在り方を模索
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久留米の今

①重層的支援体制の整備が進む

②民間主導の“支え合い”が活発に

③まちづくりプレーヤーが「福祉」に視線
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2年間でやってきたこと

・令和2年度「包括的支援体制構築事業」

⇒はじける文化と地域ロマン

・令和3年度「支え合うプラン取組推進事業」

⇒地域福祉NEO
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事業で検証してきたこと

オープンマインド

（本音）の大切さ

⇒開かれすぎたプラットフォームで人の距離が縮まる
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事業で検証してきたこと

地域福祉に必要な

3つのNEO

⇒「自分事に」して「更新し続け」て「本音を」出せる
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事業で検証してきたこと

知識より意識

課題より可能性

解決より関係性

⇒地域福祉に必要な「関わりしろを増やす」入口を
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事業で検証してきたこと

生活者として

一住民として

当事者として

⇒全ての住民が自分事として関わり合える手法を模索
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支え合いの可視化も

「シャボン玉を作る」だ
けが目的のイベントを開
催。突如としてこの場に
できたコミュニティ。



改めて、必要な事業を再検討

違いに気付く

⇒フォーマルとインフォーマルの間にある「差」
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価値観 風土

動き常識

視点
制約

役割
権限

責任感と柔軟性、信頼感と親近感。支援の常識、課題の捉え方。

さまざまな“スタンス”の 違いを実感した2年間だった。と思う

使命感
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苦手な「旗印」を立てる

人と人、人と制度

関係性を捉えなおす
⇒フォーマルとインフォーマルが融合。「支援」の在り方
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仕様書できた。

15



キモ その１。
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キモ その２。
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キモ その３。
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重層の仕組みのどこに位置？

地域・住民の力を

生かす手法を模索
⇒制度による支援と住民の関わりの融合を目指します
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今年度の事業者

久留米

AU-formal実行委員会
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